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小論文

※ 1， 11ともに解答しなさい。

※答案用紙には、解答とともに計算過程も記入しなさい。
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1 11 倒のうた数値データ α1 ・ a2~...an に対して、関数

l(:r) =乞(1:-ai)2 = Cl~ -(1)2 + (:1: -(2)2 + .. . + (~r -an)2 

を考える。このとき、以下の各問いに答えよ。なお、答案用紙には、問いの孫り

を記して解答すること。

問1.関数 f(:r)が最小となる zの11Qと民小伯を求めよO

問 2.関数f(:1:)の民ノj、偵をfj.える zの備と、その民d、似は、デLータ {al‘α2‘...‘ (ln} 
のどのような統計誌と関連しているか述べよ。



E 次の文章を読み、後の問いに答えなさい。なお、答案用紙には、聞いの番号を記して解答する

こと。

『キリストにならいて TheImitation of Christ (De imitatione Christi) 11は、「第二の福音書」と

もいわれる。カトリック信徒必読の書とされ、キリスト教を信じる人々の問では、『聖書』に次い

で広く親しまれている書物である。しかし、修道士たちの信仰への営みについて書かれたこの書

物の作者が誰であるかということについては、長い間論争が続いてきており、今日でも完全に決

着がついたとは言えないようである。

『キリストにならいて』の作者としては、アウグスティヌス会の聖アグネス修道院副院長のト

マス・ア・ケンピス (ThomasaKempis， 1379(1380)-1471)、パリ大学総長のジャン・ジェルソン

(Jean Gerson， 1363・1429)、ケンピスが属していた修道会の創立者ヘーラルト・ホロート (Gerard

Groote， 1340田 1384)の名が挙げられてきた。

文の長さの比較

ここで紹介するのは、同書の作者はケンピスとジェルソンのいずれかであるとされていた 1930

年代に、著名な統計学者のウドニー・ユール (GeorgeUdnyYule， 1871-1951)が行った研究であ

る。

彼は、作者の文章の特徴は文の長さに現れると予想した。そこで、まず次の 4人の作家、フラ

ンシス・ベーコン (FrancisBacon， 1561-1626，英国の政治家)、コールリッジ (SamuelTaylor 

Coleridge， 1772-1834，英国の詩人、批評家)、ラム (CharlesLamb， 1775・1834，英国の随筆家、

批評家)、マコーリイ (ThomasBabington Macaulay， 1800-1859，歴史家、批評家、詩人)の文の

長さを調べてみた。その結果、文の長さの平均値や文の長さのバラっき(四分位範囲と呼ばれる

統計量で測定)は作家間で異なるが、

表 4• 3 rキリストにならいて』と、ケンピス、
ジェルソンの著作の文の長さとバラっき

き

章
つ

文

一
フ
の

A

ぐ
、ノ

H
」

の

て

さ

い
長

ら
の

な

文

に
'
k
l
 

く

ス

短

リ
も

キP
H
U
 

M
リょ
と

章
、
む

文

:
刈

札

ソ

ら
ル

見

γ』
守

、

4

ジ

づ
壮

也

去

年

ま

文

訂

な

ユ

作

く

れ

を

な

の

串

う

に

著

い

そ

き

う

ス

文

よ

次

の

、

、

¥

つ

よ

七

の

F

じ

4

ン

ら

虻

ラ

の

シ

人

同

校

ソ

か

選

く

3

ヶ

三

-

R

-

・

ノ

ぽ

刻

d

q
日

持

↑

ム

ノ

い

果

ジ

い

と

，

M

表

る

さ

ま

肩

、

、

コ

レ

路

-

z

引

け

づ

へ

お

列

津

マ

〈

(

M

U

U

M

品

い

ピ

に

ン

ι
こ

値

)

作

と

ン

ト

サ

さ

と

。

数

回

の

る

ケ

ス

を

長

た

た

の

範

な

、

リ

文

の

み

得

ら

位

作

と

は

キ

の

文

て

を

れ

分

じ

値

ル

『

か

の

め

果

こ

四

同

数

一

と

つ

ら

求

結

(

文の長さの バラっき

平均値 (四分位範囲)

『キリストにならいて』 16.2言吾 9.2言吾

ケンピスの著作 17.9言吾 11.8 ~苦

ジェルソンの著作 23.4 ~:吾 18.8語-

は、ジェノレソンの文章よりもケンピスの文章にずっと近い。このことから、ユールは『キリスト

にならいて』の作者は、ジェルソンよりもケンピスの可能性の方が高いと判断している。



語葉の豊富さの比較

さらにユールは、作家の有する語葉量という観点から、 1944年に再度この問題に取り組んでい

る。ただ、作家の有する語葉の量を正確に把握する方法については、著名な確率論や統計の専門

家が試みてきたが現時点でも解決されていない難しい問題である。そこで彼は、語葉量そのもの

を把握するのではなく、語葉の豊富さの大小を比較できるようにするために、単語が出現する可

能性を「ポアソン分布」と呼ばれる稀にしか生じない事象の分析に用いる確率分布で、モデ、ル化し、

K特性値と呼ぶ指標を提案した。 K特性値は、文章に出現する単語の種類が多いほど、つまり語

葉が豊富なほど小さな値になり、反対に出現する単語の種類が少なく語葉が貧弱なほど大きな値

となるようになっており、語葉量そのものは測定できなくても、作家の語葉の豊富さは比較でき

る。

さて、『キリストにならいて』、ケンピスの作品、お

よびジェルソンの作品にみる K特性値を求めてみる

と、表4・4のような結果となった。

さてケンピスとジェルソンを比較すると、ジェルソ

ンの方が K特性値が小さく、したがって、ケンピスよ

り語葉が豊富であることがわかる。そして問題となっ

ている『キリストにならいて』の K特性値はケンピス

の作品に近い値となっている。このような K特性値の

比較から、ユールは文の長さを用いた分析と同様に、

ケンピスの方がジェルソンより『キリストにならいて』

の作者である可能性が高いと判断している。

表4・4 rキリストにならいて』と、ケ
ンピス、ジェルソンの著作の K特性値

作品 K特性値

『キリストにならいて』 84.2 

ケンピスの著作1 113.7 

ケンピスの著作2 110.9 

ケンピスの著作3 100.1 

ケンピスの著作4 66.9 

ケンピスの著作5 59.7 

ジェルソンの著作 35.9 

しかし前述したように、ケンピス、ジェルソンの他に、ケンピスが属していた修道会の創立者

ヘーラルト・ホロートが書いたものへ、ケンピスが修正加筆しながら編集したという説も検討す

る必要があり、いまだに完全には解決を見ていないといえよう O

(村上征勝『この本を書いたのは誰だ?統計で探る“文章の指紋"~より一部改変)

問 1.ユールの行った『キリストにならいて』の著者の推定方法は当時としては先進的であった

が、現代では問題点もあるとされる。問題があるところを指摘しなさい。

問 2.日本語の文章の書き手を識別するとき、文の長さを用いることは困難であることが多い。

その理由を論じなさい。


